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も み ソ フ ト グ レ イ ン の 飼 料 価 値
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The Nutritive Value of Unhulled Rice Stored as High Moisture Grain Feed
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1は じ め に

イネの飼料的利用を進めるための方策として,ホ ールク

ロップサイレージのほかにソフトグレイン利用に対する関

心が高まってきつつある。ソフトグレインは,飼料価値が

高く,かつ流通性にすぐれていることから,濃 厚飼料源と

して期待できる。そこで本試験では,もみソフトグレイン

の飼料価値を明らかにするとともに ,牛に給与 した場合の

未消化子実排泄21の改善をねらいとして,破砕 ,爆砕,ア
ルカリ処理が消化性に及ぼす影響を検討した。

2試 験 方 法

(1)飼料価値の品種間比較試験 (試験 I)
1982年産アキヒカリとアルボリオル をそれぞれ黄熟期 と

完熟期の 2時期に収穫 して,パ ッグサイロに詰め,ソ フト

グレインを調製した。飼料価値の測定は,め ん洋を3頭ず

つ供試して全糞採取法により行った。飼料の給与にはヘイ

キュープを併用 した。

(a 破砕及びアルカリ処理による飼料価値改善試験 (試

験 Ⅱ)

ハヤニシキを4時期 (表 3)に刈取ってソフトグレイン

を調製 し,給与前に圧扁,荒びき,粉砕の各処理を加えた

のち ,ル ーメン内消化率を測定比較した。更にアキヒカリ

とアルボリオJり のもみに,5%ア ンモニア水及び5%苛性

ソーダ液によるアルカリ処理を加えてソフトグレインを調

製し,フ ィステルを装着 した牛 2頭 によリルーメン内乾物

消化率を測定 した。

0)爆砕処理による飼料価値改善試験 (試験皿)

アキヒカリのもみソフトグレイン(1982年産 )を供試し

て爆砕処理を行 った。処理条件は下表のとおりとし,キ ッ

コーマン社の瞬間クッキング装置によって爆砕した。

なお,対照区にはトウモロコンソ

フトグレインを供試 し,同様の条

件で処理 した。乾物消化率はフィ

フテル装着牛 2頭を用い,ナ イロ

ンパッグ法により測定 した。ルー

メン内消化時間は48時間とした。

3 試験結果及び考察

(1)飼料価値の品種間比較

ソフトグレインの発酵品質を表 1に 示した。アキヒカリ

は低水分のためpHが高く,総酸の生成長もアルボリオ」Юに

比べて少なかった。外観的には両品種とも芳香を発散し,

家畜の嗜好もすぐれていた。飼料成分組成を表 2に示 した。

両品種は ,アキヒカリの水分及びでんぶん力yJ2な いほかは ,

ほとんど近似した組成を示していた。消化率をみると,乾
物 ,ADF及 びセルロースについては,ア ルボリオJり がま

さったが,粗蛋白質 ,粗 llB肪及びでんぶんの消化率には品

種間に差がみられなかった。TDN含 量は,アキヒカリの

766%に対してアルボリオJoは 814%と有意 に高い値を

示 した。これはアルポリオJり のでんぶん含量 が高かった

こととセルロース消化率が高かったこと力湘 乗的に作用し

た結果によると思われ る。

表 1 ソフトグレインの発酵品質
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0)刈取時期及びルーメン内滞溜時間と乾物消化率との

関係
ハヤニシキのソフトグレインの刈取時期別飼料成分組成

を表 3に示 した。登熟が進むにつれて ,でんぷん含量は急

増 したが,粗蛋自質及びADF含量は逆に低下する傾向を

示した。次に全粒無処理のままルーメン内に滞溜 した時間

及び刈取時期とルーメン内乾物消化率との関係を表 4に示

した。この表に示されているように,ソ フトグレインは ,

全粒のままの場合,ル ーメン内に105時 間滞溜しても,6
%程度 し力消 化されなかった。一方 ,刈取時期と乾物消化

率の関係をみると,乳熟期には128%,糊熟期には61%が
消化されたが,黄熟期以降はほとんど消化されなかった。

同様の傾向は林ら0,滝沢らネも認めており,ソ フトグレ

インを有効に利用するには,破砕などの給与前処理が必要

と思われる。

(0 破砕及びアルカリ処理と乾物消化率との関係

破砕及びアルカリ処理と乾物消化率との関係を表 4及び

図 1に示 した。破砕処理の効果は粉砕が最も高く,以下荒
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表 2 ソフトグレインの飼料価値

アキヒカリ
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表 3 ソフトグレイン飼料成分組成

泥Ю

びき ,圧馬の順となり,24時間で乾物の34～ 66%力消 化さ

れた。アツ吻 り処理では苛性ソーダがアンモニア水より高い

効果を示 したが,破砕処理に比べると劣っていた。 田辺

ら'も苛性ソーダ及び尿素の添加が消化率の改善に著 しい効

果を及ぼさなか ったとしている。これらのことからみて ,

化学薬剤はむしろ変敗防止に重きをおいて使用するのがよ
いと考えられる。

“

)爆砕処理と乾物′削ヒ率との関係

図 2に爆砕処理圧力・時間 と乾物消化率との関係を示 し

た。もみソフトグレイン及びトウモロコシの消化率は,処
理圧力が 6気圧の場合には処理時間を延長しても20%程度
にしかすぎなか った。 しか し,8気圧  180秒では両者と

も50%PIEに向上 し,更に10気圧 60秒では60%以上の乾

物消化率が得られた。もみとトウモロコシでは,粒形が異
なるにもかかわらず,両者の消化率に大きな差がみられな
かったことから,爆砕処理効果に及ぼす粒形の影響は少な
いものと思われた。ともあれ ,もみソフトグレインのル ー

メン内消化率を向上させるには,も み殻をいかにうまく除
去するかがポイントになる。この試験に用いた処理の効果

を比較すると,爆砕≧粉砕>荒びき>圧扁>苛性ソーダ 5

%>ア ンモニア5%の順であることが認められた。

(品種ハヤニシキ)

4 ま  と  め

もみソフトグレインの飼料価値と消化性を改善するため

の処理方法を明らかにするため,刈取時期と消化率との関
係 ,栄養価 ,爆砕,破砕及びアルカリ処理の効果について
検討 した。ソフトグレインのTDN含量はアキヒカリが766
%,アルボリオJり が814%であった。刈取時期とルーメン

内乾物消化率との関係をみると,無処理の全粒もみの場合 ,

乳熟期には10%程度消化されたが ,黄熟期以降にはほとん
ど消化されなかった。また,ルーメン内に105時間滞溜 した

場合でも6%程度が消化されただけであった。一方 ,荒び
きなどの破砕処理を加えると,24時間で34～ 66%が消化さ
れた。消化率に及ぼすアルカリ処理の効果は,破砕処理に
は及ばなか った。他方 ,爆 砕処理の効果は著 しく,乾物消
化率は8気圧 180秒及び10気圧 ω秒の処理によって破砕
処理とほぼ同程度に達 した。
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図 1 アルカリ処理によるルー

メン内消化率の比較
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表 4 ソフトグレインのルーメン内乾物消化率の比較

ついて行なった。
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